


















































































































池は］香水に満たされ，金の砂が敷かれ， ウトパラ（青蓮） ・パドマ（蓮華） ・クムダ（黄蓮） ・プ
る り じゆほう まにほう
ンダリーカ26 （白蓮）に覆われ,宝石の欄干に囲まれ，階段は琉璃･珠宝（摩尼宝）によって飾られ，







































かつこう いんどほととぎす <'みようちょう がちょう
キラ（郭公) ・カラヴィンカ（印度杜鵲) ・ジーヴァンジーヴァカ（共命鳥劉) ・ハンサ（鴬烏) ・クロ－
たいしやくしぎ くじゃく おしどり





の大衆に呼びかけて,かくの如く言えり。 ｢諸君, なにとぞ知られたし｡ここに(今) [一人の]善





































期チベット訳に従って「儀軌をよく知り」 (su-vidhijnah) と読むが．諸刊本によれば「極めて清浄であり」 (suviSuddhah)
の意であり，方広にも「清浄意楽」との訳語が見られるので． この部分は「一切の菩薩意楽は極めて清浄であり」と訳す
べきかもしれない。
”「善根」 (kuSala-mUla) とは「よい果報をもたらす善い行ない」「功徳のもと （善の根） となる善行」を意味する。
40「中巻」には「他者の縁に由らず」と訳したが，文意をより明確にするために． 「他者に頼ることなく」に訂正する。

















































りょうぼう こうろう しやが ひ




































づける天子， また‘ ムトウカリンと名づける天子， また， プラジャーパティ （生主)， シューラバ
ひじわ
う（勇力） ・ケーユーラバラ（肱環力） ・スプラティシュテイタ （善住) ・マヒンダラ（持地) ・アヴァ
バーサカラ （作光） ・ヴイマラ（無垢） ・ダルメーシュバラ（法自在） ・ダルマケーッ（法瞳） ・シッ























ると言われるが. cakravadaの意味は「車輪の円い縁」である。仏典には， しばしばcakravada([小］鉄囲山） と
mahacakravada(大鉄囲山） とが並記されている◎岩本裕「日本佛教語辞典」 （平凡社1988年)530頁参照。








61 「宝石の」 (ratna)は東大主要写本に欠けているが， チベット訳によれば挿入すべきである。
“「鈴網」は．チベット訳には「鈴・小鈴の網」 (drilbugyerkallidraba) と訳されている。

















そして， ウダーナ（感歎の句） を唱えたり， 「善哉福徳の異熟（応報）の結果は， まことに不思
議なり」と。また，四名の菩提樹神あり。すなわちヴエーヌ73 （竹笛？） ．ヴアルグ74 （妙音) ．スマ


























































































































































































しんじゆ ようらく うでわ まつこう 〈んこう と
また，真珠・理珸・装身具・腕環などや，抹香や最上の薫香などを執れ。





















































































'崎｢慈」 (maitra)とは「他者に楽を与えるようにつとめること」であり， 「悲」 (karuna)とは「他者の苦を除くようにつ
とめること」である。

































































































































































































































































































































































































174｢中巻」には，不注意によって「荘厳なる」 (vyUha) という訳語が欠落しているので， これを補足する。
l75チベット訳は「慈心を以て，無比なるものに住する晋や浬薬せる者に与えられたり」という意味の訳文になっている。













































































































































































2,9｢軍旗」 (vaijayanti)は，チベット訳には「勝利の旗」 (rnamparrgyalbaPikhanpa) と訳されている。






















































































































































































狸チベット訳は「甘露を［まだ］得ざりし師は」という意味の訳文になっている。 「甘露」 (amrta)は， ヒンドゥー教神話
において， 「それを飲めば不死を得るとされる盤薬」であるが，仏教では「不死の境地たる悟りの至福」を意味する言葉
として用いられる。
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